
六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校
正
の

際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一
部
残
す
こ

‐
彦
」
◎

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・
資

料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
字
句
の
訂
正
に
留
め
、

組
版
面
積
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま
で
に

返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
五
印
刷
。
ヘ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
一
二
枚
）
ま
で

は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は
著
者
負
担

と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者
は
校

正
刷
第
一
頁
の
上
方
に
部
数
を
朱
書
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
Ｉ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

＊
題
名
中
に
書
名
が
出
現
す
る
場
合
は
、
引
用
符
《
↓
》
）
で
囲
み
イ
タ

リ
ッ
ク
体
を
使
用
し
な
い
。

先
号
か
ら
改
訂
さ
れ
た
投
稿
規
定
の
執
筆
要
項
の

痘
噸
峰
棒
礁
悼
侭
』
ｄ
項
に
「
表
記
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
．
新
か
な

づ
か
い
を
使
用
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
漢
字
の
使
い
方
は
、
編
集
・
印
刷
上

も
っ
と
も
厄
介
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
▲
江
戸
時
代
以
前
の
版
本
・

写
本
だ
と
正
字
（
旧
字
）
か
俗
字
（
異
体
字
）
、
明
治
か
ら
戦
前
の
活
字
文
献

だ
と
正
字
、
現
代
の
文
献
だ
と
当
用
漢
字
指
定
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
、
そ
れ

以
外
は
正
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
中
国
だ
と
解
放
以
前

の
印
刷
本
は
正
字
、
そ
れ
以
降
は
簡
体
字
（
現
在
の
古
典
研
究
文
献
で
は
ま

た
正
字
が
用
い
ら
れ
だ
し
て
い
る
）
、
台
湾
は
今
日
ま
で
ず
っ
と
正
字
で
通

し
て
い
る
。
正
字
・
俗
字
・
日
本
当
用
漢
字
・
中
国
簡
体
字
、
ざ
っ
と
分
け

て
も
こ
の
四
種
類
の
漢
字
が
現
実
に
存
在
す
る
。
論
文
を
執
筆
す
る
と
き
こ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
▲
原
文
忠

実
主
義
を
主
張
し
て
か
、
引
用
文
献
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
書
い
て
投
稿
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
ま
ま
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
印
刷
上
到
底
処
理
し
き
れ
な
い
し
、

あ
え
て
作
字
し
、
不
統
一
な
漢
字
表
記
を
行
っ
て
も
無
意
味
な
こ
と
が
多

い
。
人
名
な
ど
固
有
名
詞
の
場
合
は
若
干
問
題
も
残
る
が
、
編
集
委
員
会
で

は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
理
由
が
な
い
限
り
、
当
用
漢
字
に
あ
る
も
の
は
そ

れ
に
、
そ
れ
以
外
は
正
字
を
正
し
く
偕
言
で
書
い
て
投
稿
し
て
い
た
だ
く
よ

う
希
望
し
て
い
る
。
▲
当
用
漢
字
に
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
の
区
別
を
覚

え
る
こ
と
す
ら
さ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
が
、
現
在
の
日
本
の
漢
字
政
策
上
か

ら
は
、
右
の
編
集
委
員
会
の
方
針
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
本
誌
は
他
の
医
学
会
誌
と
違
っ
て
歴
史
を
扱
う
分
野
で
あ
る
か
ら
、
杓

子
定
規
で
は
か
え
っ
て
原
意
を
損
う
場
合
も
あ
り
、
そ
の
点
は
編
集
委
員
会

で
も
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ
う
留
意
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
小
曽
戸
洋
）

(143）695


